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はじめに

この章には、次の項があります。

 • 対象読者と用途（P.vi）

 • 表記法（P.vi）

 • Cisco Unity Connection のマニュアル（P.vii）

 • マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、およびセキュリティ ガイドライン（P.vii）

 • シスコのテクニカル サポート（P.viii）

 • Service Request ツールの使用（P.viii）

 • その他の情報の入手方法（P.ix）
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対象読者と用途
『Cisco Unity Connection クラスタ コンフィギュレーション アドミニストレーション ガイド』は、イ      
ンストールの担当者、システム管理者、および Cisco Unity Connection クラスタのインストールおよ    
び構成、カスタマイズ、または管理を担当する技術者の方を対象としています。

このガイドでは、Connection クラスタを構成および使用する手順を説明します。また Connection ク   
ラスタ機能の動作についても説明します。Connection クラスタを設定する前に、『Cisco Unity  
Connection インストレーション ガイド』の手順に従ってパブリッシャ サーバをインストールしてお   
く必要があります。

（Connection システムの設定に変更を加える方法については、『Cisco Unity Connection リコンフィ    
ギュレーション アップグレード ガイド Release 7.x』を参照してください。このドキュメントは、 
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/upgrade/guide/7xcucrugx.html から入手 
可能です）

表記法

『Cisco Unity Connection クラスタ コンフィギュレーション アドミニストレーション ガイド』では、      
次の表記法も使用します。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

表 1 『Cisco Unity Connection クラスタ コンフィギュレーション アドミニストレーション ガイ
ド』での表記法 

表記 説明

太字 次の場合は太字を使用します。

 • キーおよびボタン名（例：［OK］をクリックします）。

 • ユーザが入力する情報（例：［ユーザ名］ボックスに Administrator 
を入力します）。

< >  
（山カッコ）

ユーザが入力するパラメータを囲むために使用します（例：ブラウザー

から、https://<Cisco Unity Connection サーバの IP アドレス >/cuadmin     
に移動します）。

-  
（ハイフン）

同時に押す必要があるキーを表します（例：Ctrl-Alt-Delete を押しま 
す）。

>  
（右向きの山カッコ）

Cisco Unity Connection の管理のナビゲーション バーで選択する順序を    
表します（例：Cisco Unity Connection の管理で、［連絡先（Contacts）］ >    
［システム連絡先（System Contacts）］に移動します）。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/upgrade/guide/7xcucrugx.html
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Cisco Unity Connection のマニュアル
Cisco.com 上の Cisco Unity Connection に関するマニュアルの説明と URL については、 
『Documentation Guide for Cisco Unity Connection Release 7.x』を参照してください。このドキュメン       
トは Connection に同梱されていますが、 
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/roadmap/7xcucdg.html から入手するこ 
ともできます。

（注） このマニュアルには、日本語化されたマニュアル名と英語版 URL が併記された箇所があります。日  
本語版マニュアルを参照する場合は、次の URL にアクセスしてください。 
 

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_uc_cuc.shtml

マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、およびセキュリティ 
ガイドライン

マニュアルの入手方法、Service Request ツールの使用方法、および追加情報の収集方法については、  
次の URL で、毎月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。       
『What's New in Cisco Product Documentation』には、シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの     
一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

Really Simple Syndication（RSS）フィードとして『What's New in Cisco Product Documentation』に登       
録し、リーダ アプリケーションを使用して、コンテンツがデスクトップに直接配信されるように設 
定します。RSS フィードは無料サービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートして    
います。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/roadmap/7xcucdg.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_uc_cuc.shtml
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シスコのテクニカル サポート
次の URL にアクセスして、シスコのテクニカル サポートを最大限に活用してください。

http://www.cisco.com/en/US/support/index.html

以下を含むさまざまな作業にこの Web サイトが役立ちます。

 • テクニカル サポートを受ける

 • ソフトウェアをダウンロードする

 • セキュリティの脆弱性を報告する、またはシスコ製品のセキュリティ問題に対する支援を受け

る

 • ツールおよびリソースへアクセスする

－ Product Alert の受信登録

－ Field Notice の受信登録

－ Bug Toolkit を使用した既知の問題の検索

 • Networking Professionals（NetPro）コミュニティで、技術関連のディスカッションに参加する

 • トレーニング リソースへアクセスする

 • TAC Case Collection ツールを使用して、ハードウェアや設定、パフォーマンスに関する一般的   
な問題をインタラクティブに特定および解決する

Japan テクニカル サポート Web サイトでは、Technical Support Web サイト
（http://www.cisco.com/techsupport）の、利用頻度の高いドキュメントを日本語で提供しています。

Japan テクニカル サポート Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

Service Request ツールの使用
Service Request ツールには、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

日本語版の Service Request ツールは次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/jp/go/tac/sr/

シスコの世界各国の連絡先一覧は、次の URL で参照できます。

http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml

http://www.cisco.com/en/US/support/index.html
http://www.cisco.com/techsupport
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest
http://www.cisco.com/jp/go/tac/sr/
http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml
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その他の情報の入手方法
シスコの製品、サービス、テクノロジー、ネットワーキング ソリューションに関する情報につい 
て、さまざまな資料をオンラインで入手できます。

 • シスコの E メール ニュースレターなどの配信申し込みについては、Cisco Subscription Center に      
アクセスしてください。

http://www.cisco.com/offer/subscribe

 • 日本語の月刊 Email ニュースレター「Cisco Customer Bridge」については、下記にアクセスくだ    
さい。

http://www.cisco.com/web/JP/news/cisco_news_letter/ccb/

 • シスコ製品に関する変更やアップデートの情報を受信するには、Product Alert Tool にアクセス   
し、プロファイルを作成して情報の配信を希望する製品を選択してください。Product Alert Tool  
には、次の URL からアクセスできます。
http://tools.cisco.com/Support/PAT/do/ViewMyProfiles.do?local=en

 • 『Cisco Product Quick Reference Guide』はリファレンス ツールで、パートナーを通じて販売され     
ている多くのシスコ製品に関する製品概要、主な機能、製品番号、および簡単な技術仕様が記

載されています。『Cisco Product Quick Reference Guide』を発注するには、次の URL にアクセス      
してください。

http://www.cisco.com/go/guide

 • ネットワークの運用面の信頼性を向上させることのできる最新の専門的サービス、高度なサー

ビス、リモート サービスに関する情報については、Cisco Services Web サイトを参照してくだ    
さい。Cisco Services Web サイトには、次の URL からアクセスできます。
http://www.cisco.com/go/services

 • Cisco Marketplace では、さまざまなシスコの書籍、参考資料、マニュアル、ロゴ入り商品を提  
供しています。Cisco Marketplace には、次の URL からアクセスできます。
http://www.cisco.com/go/marketplace/

 • DVD に収録されたシスコの技術マニュアル（Cisco Product Documentation DVD）は、Product    
Documentation Store で発注できます。Product Documentation Store には、次の URL からアクセス       
できます。

http://www.cisco.com/go/marketplace/docstore

 • 日本語マニュアルの DVD は、マニュアルセンターから発注できます。マニュアルセンターに  
は下記よりアクセスください。

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/manual_center/index.shtml

 • Cisco Press では、ネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を発行しています。 
Cisco Press には、次の URL からアクセスできます。
http://www.ciscopress.com

 • 日本語のシスコプレスの情報は以下にアクセスください。

http://www.seshop.com/se/ciscopress/default.asp

 • 『Internet Protocol Journal』は、インターネットおよびイントラネットの設計、開発、運用を担  
当するエンジニア向けに、シスコが発行する季刊誌です。『Internet Protocol Journal』には、次  
の URL からアクセスできます。
http://www.cisco.com/ipj

 • 『What's New in Cisco Product Documentation』は、シスコ製品の最新マニュアル リリースに関す      
る情報を提供するオンライン資料です。毎月更新されるこの資料は、製品カテゴリ別にまとめ

られているため、目的の製品マニュアルを見つけることができます。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

 • シスコの Web サイトの各国語版へは、次の URL からアクセスしてください。
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

http://www.cisco.com/offer/subscribe
http://www.cisco.com/web/JP/news/cisco_news_letter/ccb/
http://tools.cisco.com/Support/PAT/do/ViewMyProfiles.do?local=en
http://www.cisco.com/go/guide
http://www.cisco.com/go/services
http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.cisco.com/go/marketplace/docstore
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/manual_center/index.shtml
http://www.ciscopress.com
http://www.seshop.com/se/ciscopress/default.asp
http://www.cisco.com/ipj
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
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1
Cisco Unity Connection クラスタの
設定

この章には、次の項があります。

 • Cisco Unity Connection クラスタを設定するためのタスク リスト（P.1-1）

 • Cisco Unity Connection クラスタの設定（P.1-2）

 • クラスタ設定のカスタマイズ（P.1-3）

Cisco Unity Connection クラスタを設定するためのタスク リスト

注意 Cisco Unity Connection クラスタを設定する前に、『Cisco Unity Connection インストレーション ガイ       
ド Release 7.x』の手順に従って、パブリッシャ サーバをインストールし、管理者ワークステーショ   
ンをセットアップしておく必要があります。

Cisco Unity Connection クラスタを適切に設定するには、次のタスクを、記述されている順序どおり   
に実行します。

1. パブリッシャ サーバで、サブスクライバ サーバのホスト名または IP アドレスを追加すること    
によって Connection クラスタを設定し、パブリッシャ サーバが機能していない場合にアラート   
ログにアクセスできるようにします。P.1-2 の「Cisco Unity Connection クラスタの設定」を参照    
してください。

2. オプション：クラスタ設定を調整します。P.1-3 の「クラスタ設定のカスタマイズ」を参照して 
ください。

3. 『Cisco Unity Connection インストレーション ガイド Release 7.x』にある「Connection クラスタ設       
定済み Cisco Unity Connection 7.x システム インストール用タスク リスト」の「パート 3：クラ        
スタの設定、および Connection サブスクライバ サーバのインストールと設定」に記載されてい   
るタスクを続けます。
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Cisco Unity Connection クラスタの設定
クラスタを設定する前に、パブリッシャ サーバをインストールしておく必要があります。

この項の 2 つの手順を、記述されている順序どおりに実行します。

（注） Cisco Unity Connection クラスタ機能は、Cisco Unified Communications Manager Business Edition では         
使用できません。

Cisco Unity Connection クラスタを設定する

ステップ 1 パブリッシャ サーバで、Cisco Unity Connection の管理にログオンします。

ステップ 2 Connection の管理で、［システム設定（System Settings）］を展開し、［クラスタ（Cluster）］をクリッ  
クします。

ステップ 3 ［サーバの検索と一覧表示（Find and List Servers）］ページで、［新規追加（Add New）］をクリック    
します。

ステップ 4 サーバの新規作成ページで、［ホスト名 /アドレス（Host Name/Address）］フィールドに、クラスタ 
内の 2 番目のサーバのホスト名または IP アドレスを入力します。 

ステップ 5 オプション：［MACアドレス（MAC Address）］フィールドに、2 番目のサーバの MAC アドレスを    
入力します。

ステップ 6 ［説明（Description）］フィールドに、2 番目のサーバを表す Server 2 などの説明を入力します。

ステップ 7 ［保存（Save）］をクリックします。

パブリッシャ サーバが機能していない場合にアラート ログにアクセスできるようにする

ステップ 1 Connection の管理で、［システム設定（System Settings）］を展開し、［サービス パラメータ（Service   
Parameters）］をクリックします。

ステップ 2 ［サービス パラメータ（Service Parameters）］ページの［サーバ（Server）］フィールドで、パブリッ  
シャ サーバをクリックします。

ステップ 3 ［サービス（Service）］フィールドで、［Cisco AMC Service］をクリックします。

ステップ 4 ［Failover Collector］フィールドで、サブスクライバ サーバをクリックします。

ステップ 5 ［保存（Save）］をクリックします。
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クラスタ設定のカスタマイズ
デフォルトのクラスタ設定を変更できます。

クラスタ設定をカスタマイズする

ステップ 1 パブリッシャ サーバで、Cisco Unity Connection の管理にログオンします。

ステップ 2 Connection の管理で、［システム設定（System Settings）］ >［詳細設定（Advanced）］を展開し、［ク   
ラスタ設定（Cluster Configuration）］をクリックします。

ステップ 3 ［クラスタ設定（Cluster Configuration）］ページで、次の必要な設定を変更します。

ステップ 4 ［保存（Save）］をクリックします。

［レプリケーションが未処理のまま保
留になっている場合は、セカンダリ 
ステータスのサーバをデアクティベー
トします。（Deactivate server with 
Secondary status when replication is 
backlogged）］

このチェックボックスをオンにすると、レプリケーション

が未処理の場合、セカンダリ ステータスのサーバはデアク 
ティベートに変更されます。

このチェックボックスをオフにすると、レプリケーション

が未処理の場合、セカンダリ ステータスのサーバはステー 
タスが変更されません。

デフォルトはオフです。

［パブリッシャ サーバで障害が発生し
た場合は、自動的にサーバのステータ
スを変更する（Automatically change 
server status when the Publisher server 
fails）］

このチェックボックスをオンにすると、パブリッシャ サー 
バで障害が発生した場合、セカンダリ ステータスのサーバ 
は自動的にプライマリに変更されます。

このチェックボックスをオフにすると、パブリッシャ サー 
バで障害が発生した場合、セカンダリ ステータスのサーバ 
はステータスが変更されません。サーバのステータスは、

手動で変更する必要があります。

デフォルトはオンです。
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2
Cisco Unity Connection クラスタの
管理

この章には、次の項があります。

 • 任意の順序での Cisco Unity Connection サーバの再起動（P.2-2）

 • サーバ ステータスの手動変更（P.2-2）

 • サーバ上のすべてのポートでの新規コールの受け入れ停止（P.2-4）

 • サーバ上のすべてのポートでのコールの受け入れ再開（P.2-4）

 • サーバのシャットダウン（P.2-5）

（注） クラスタ内のサーバを削除または交換する方法、およびクラスタを作成するためにサーバを追加す

る方法については、『Cisco Unity Connection リコンフィギュレーション アップグレード ガイド     
Release 7.x』を参照してください。このドキュメントは、 
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/upgrade/guide/7xcucrugx.html から入手 
可能です。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/upgrade/guide/7xcucrugx.html
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任意の順序での Cisco Unity Connection サーバの再起動
クラスタ化された Cisco Unity Connection サーバを任意の順序で起動できます。必要なサービスは、    
プライマリまたはセカンダリ ステータスのサーバ上で動作します。

サーバ ステータスの手動変更
サーバのステータスは、次のように手動で変更できます。

 • セカンダリ ステータスのサーバを手動でプライマリ ステータスに変更できます（最初からプ  
ライマリ ステータスだったサーバの場合、この変更を行うと、そのステータスは自動的にセカ 
ンダリに変更されます）。

 • セカンダリ ステータスのサーバを手動でデアクティベート ステータスに変更できます。

 • デアクティベート ステータスのサーバを手動でアクティベートできます。このため、そのス 
テータスはもう一方のサーバのステータスに応じてプライマリまたはセカンダリに変更され

ます。

この項では、次の 3 つの手順について説明します。

 • サーバをセカンダリ ステータスからプライマリ ステータスに手動で変更する（P.2-2）

 • サーバをセカンダリ ステータスからデアクティベート ステータスに手動で変更する（P.2-2）

 • デアクティベート ステータスのサーバを手動でアクティベートする（P.2-3）

サーバをセカンダリ ステータスからプライマリ ステータスに手動で変更する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceability にログオンします。 

ステップ 2 ［Tools］メニューで、［Cluster Management］をクリックします。

ステップ 3 ［Cluster Management］ページの［Server Manager］の下にあるセカンダリ ステータスのサーバに対   
応する［Change Server Status］カラムで、［Make Primary］をクリックします。

ステップ 4 サーバ ステータスを変更するかどうかの確認を求められた場合、［OK］をクリックします。

変更が完了すると、変更されたステータスが［Server Status］カラムに表示されます。

（注） 最初からプライマリ ステータスだったサーバは、自動的にセカンダリ ステータスに変更さ  
れます。

サーバをセカンダリ ステータスからデアクティベート ステータスに手動で変更する

ステップ 1 Real-Time Monitoring Tool（RTMT）にログオンします。 

ステップ 2 ［Cisco Unity Connection］メニューで、［Port Monitor］をクリックします。Port Monitor ツールが右     
ペインに表示されます。

ステップ 3 ［Node］フィールドで、セカンダリ ステータスのサーバをクリックします。
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ステップ 4 右ペインで、［Start Polling］をクリックします。

ステップ 5 サーバへのコールを現在処理しているボイス メッセージ ポートがあるかどうかを確認します。

ステップ 6 Cisco Unity Connection Serviceability にログオンします。

ステップ 7 ［Tools］メニューで、［Cluster Management］をクリックします。

ステップ 8 サーバへのコールを現在処理しているボイス メッセージ ポートがない場合は、ステップ 9 に進み    
ます。

サーバへのコールを現在処理しているボイス メッセージ ポートがある場合は、［Cluster  
Management］ページの［Change Port Status］の下で、サーバに対応する［Stop Taking Calls］をク    
リックし、サーバ上のポートがすべてアイドルになったことが RTMT から通知されるまで待ちま  
す。

ステップ 9 ［Cluster Management］ページの［Server Manager］の下にあるセカンダリ ステータスのサーバに対   
応する［Change Server Status］カラムで、［Deactivate］をクリックします。

注意 サーバをデアクティベートすると、サーバ上のポートが処理しているコールがすべて終
了します。

ステップ 10 サーバ ステータスを変更するかどうかの確認を求められた場合、［OK］をクリックします。

変更が完了すると、変更されたステータスが［Server Status］カラムに表示されます。

デアクティベート ステータスのサーバを手動でアクティベートする

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceability にログオンします。 

ステップ 2 ［Tools］メニューで、［Cluster Management］をクリックします。

ステップ 3 ［Cluster Management］ページの［Server Manager］の下にあるデアクティベート ステータスのサー   
バに対応する［Change Server Status］カラムで、［Activate］をクリックします。

ステップ 4 サーバ ステータスを変更するかどうかの確認を求められた場合、［OK］をクリックします。

変更が完了すると、変更されたステータスが［Server Status］カラムに表示されます。
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サーバ上のすべてのポートでの新規コールの受け入れ停止
サーバ上のすべてのポートで新規コールの受け入れを停止するには、この項の手順を実行します。

進行中のコールは、発信者が電話を切断するまで継続します。

ヒント サーバへのコールを現在処理しているポートがあるかどうかを確認するには、Real-Time Monitoring 
Tool（RTMT）の［Port Monitor］ページを使用します。

サーバ上のすべてのポートで新規コールの受け入れを停止する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceability にログオンします。

ステップ 2 ［Tools］メニューで、［Cluster Management］をクリックします。

ステップ 3 ［Cluster Management］ページの［Port Manager］の下にある［Ports in Service］カラムで、サーバに    
対応する［Stop Taking Calls］をクリックします。

サーバ上のすべてのポートでのコールの受け入れ再開
サーバ上のポートでコールの受け入れを停止した後に再開するには、この項の手順を実行します。

サーバ上のすべてのポートでコールの受け入れを再開する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceability にログオンします。

ステップ 2 ［Tools］メニューで、［Cluster Management］をクリックします。

ステップ 3 ［Cluster Management］ページの［Port Manager］の下にある［Ports in Service］カラムで、サーバに    
対応する［Take Calls］をクリックします。
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サーバのシャットダウン
Cisco Unity Connection サーバは、プライマリまたはセカンダリ ステータスになっている場合、ボイ    
ス メッセージ トラフィックおよびクラスタ レプリケーションを処理しています。プライマリまた   
はセカンダリ ステータスの Connection サーバをシャットダウンすることはお勧めしません。進行中   
のコールおよびレプリケーションが突然終了する場合があるためです。

メンテナンスなどの目的でサーバをシャットダウンする必要がある場合は、ボイス メッセージ ト  
ラフィックが少ない業務時間外に、この項の手順を実行することをお勧めします。すべてのシステ

ム ボイス メッセージ機能の処理および Connection データベースのメンテナンスは、もう一方のサー    
バが行うことに注意してください（そのサーバがプライマリまたはセカンダリ ステータスになって 
いる場合）。

サーバをシャットダウンする

ステップ 1 シャットダウンしないサーバで、Cisco Unity Connection Serviceability にログオンします。 

ステップ 2 ［Tools］メニューで、［Cluster Management］をクリックします。

ステップ 3 ［Cluster Management］ページで、シャットダウンするサーバを探します。

ステップ 4 シャットダウンするサーバがセカンダリ ステータスになっている場合は、ステップ 5 に進みます。 

シャットダウンするサーバがプライマリ ステータスになっている場合は、次のようにステータスを 
変更します。

a. セカンダリ ステータスのサーバに対応する［Change Server Status］カラムで、［Make Primary］    
をクリックします。

b. サーバ ステータスを変更するかどうかの確認を求められた場合、［OK］をクリックします。

c. ［Server Status］カラムで、サーバが現在プライマリ ステータスになっていること、およびシャッ  
トダウンするサーバがセカンダリ ステータスになっていることを確認します。

ステップ 5 セカンダリ ステータスのサーバ（シャットダウンするサーバ）で、ステータスを変更します。

a. Real-Time Monitoring Tool（RTMT）にログオンします。

b. ［Cisco Unity Connection］メニューで、［Port Monitor］をクリックします。Port Monitor ツール     
が右ペインに表示されます。

c. ［Node］フィールドで、セカンダリ ステータスのサーバをクリックします。

d. 右ペインで、［Start Polling］をクリックします。

e. サーバへのコールを現在処理しているボイス メッセージ ポートがあるかどうかを確認します。

f. サーバへのコールを現在処理しているボイス メッセージ ポートがない場合は、ステップ 5g. に    
進みます。

サーバへのコールを現在処理しているボイス メッセージ ポートがある場合は、［Cluster  
Management］ページの［Change Port Status］の下で、サーバに対応する［Stop Taking Calls］を    
クリックし、サーバ上のポートがすべてアイドルになったことが RTMT から通知されるまで待  
ちます。

g. ［Cluster Management］ページの［Server Manager］の下にあるセカンダリ ステータスのサーバ   
に対応する［Change Server Status］カラムで、［Deactivate］をクリックします。 
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注意 サーバをデアクティベートすると、サーバ上のポートが処理しているコールがすべて終
了します。

h. サーバ ステータスを変更するかどうかの確認を求められた場合、［OK］をクリックします。

i. ［Server Status］カラムで、サーバが現在デアクティベート ステータスになっていることを確認  
します。

ステップ 6 デアクティベートしたサーバをシャットダウンします。

動作しているサーバの Cisco Unity Connection Serviceability で、［Server Status］カラムは、シャット      
ダウンしたサーバが機能停止ステータスになっていることを示します。
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3
Cisco Unity Connection クラスタに
ついて

この章には、次の項があります。

 • Cisco Unity Connection でのクラスタ機能の動作（P.3-2）

 • パブリッシャ サーバについて（P.3-2）

 • クラスタ内のサーバ ステータスの機能（P.3-3）

 • ボイス メッセージ ポートのサーバ割り当てと使用方法（P.3-5）

 • Cisco Unity Connection クラスタの要件（P.3-7）

 • サーバ ステータス変更時の進行中のコールへの影響（P.3-7）

 • サーバ ステータス変更時の Cisco Unity Connection Web アプリケーションへの影響（P.3-8）

 • サーバ上の重要なサービスの停止の影響（P.3-8）

 • 「スプリット ブレイン」状態の影響（P.3-8）

 • サーバ ステータス変更時のイベント（P.3-9）
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Cisco Unity Connection でのクラスタ機能の動作
Cisco Unity Connection クラスタ機能では、クラスタ内に設定されている 2 台の Connection サーバを       
介して、ハイ アベイラビリティ ボイス メッセージを提供します。通常では、これらの Connection    
サーバは両方ともアクティブになっています。したがって、次のことが可能になります。

 • クラスタには、これらの Connection サーバで共有される DNS 名を割り当てることができます。

 • クライアント（Cisco Personal Communications Assistant や電子メール アプリケーションなど）は、     
どちらか一方の Connection サーバに接続できます。

 • 電話システムは、どちらか一方の Connection サーバにコールを送信できます。

 • 着信電話トラフィックの負荷は、電話システム、PIMG/TIMG ユニット、または電話システム 
統合に必要なその他のゲートウェイによって、これらの Connection サーバ間で分散されます。

クラスタ内の各サーバは、クラスタに対するボイス メッセージ機能（電話コールへの応答、メッ 
セージの録音、メッセージ通知の送信、および MWI 要求の送信）の処理を分担しています。一方  
のサーバがホームとなり、データベースとメッセージ ストアをパブリッシュします。これらのデー 
タベースとメッセージ ストアは両方とも、もう一方のサーバにレプリケートされます。

一方のサーバが機能を停止した場合（たとえば、メンテナンスのためにシャットダウンされた場

合）、もう一方のサーバが、クラスタに対するボイス メッセージ機能のすべてを処理する役割を担 
います。また、このサーバはデータベースとメッセージ ストアの役割も担います。停止していた 
サーバの接続と機能が復元したときに、これらのデータベースとメッセージ ストアは両方とも、復 
元したサーバにレプリケートされます。

機能を停止したサーバは、その通常のボイス メッセージ機能を再開できるようになってアクティ 
ベートされると、クラスタに対するボイス メッセージ機能の分担を再開します。

サーバのステータスを監視するために、両方のサーバの Cisco Unity Connection Serviceability で     
Connection Server Role Manager サービスが動作します。このサービスは次の機能を実行します。

 • サーバ ステータスに応じて、各サーバ上で適切なサービスを起動する。

 • 重要なプロセス（ボイス メッセージの処理、データベース レプリケーション、メッセージ ス   
トア レプリケーションなど）が正常に機能しているかどうかを判別する。

 • プライマリ ステータスのサーバが機能していない場合、または重要なサービスが動作していな 
い場合、サーバ ステータスの変更を行う。

パブリッシャ サーバについて
クラスタ内に設定されている最初の Cisco Unity Connection サーバは、パブリッシャ サーバです。パ     
ブリッシャ サーバは、Cisco Unity Connection Serviceability の［Cluster Management］ページで識別さ      
れます。

クラスタが正常に機能している場合、パブリッシャ サーバはデータベースとメッセージ ストアを  
パブリッシュする役割を担います。

パブリッシャ サーバがプライマリ ステータスになっていない場合（たとえば、管理者がもう一方  
のサーバのステータスを手動でプライマリに変更したため、パブリッシャ サーバのステータスが自 
動的にセカンダリに変更された場合）、もう一方のサーバがデータベースとメッセージ ストアをパ 
ブリッシュする役割を担います。

パブリッシャ サーバは、クラスタから削除できません。
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クラスタ内のサーバ ステータスの機能
クラスタ内の各サーバには、Cisco Unity Connection Serviceability の［Cluster Management］ページに     
表示されるステータスが設定されています。ステータスは、クラスタ内でサーバが現在実行してい

る機能を示しています（表 3-1 を参照）。

表 3-1 Cisco Unity Connection クラスタ内のサーバ ステータスの機能 

サーバ ステータス Connection クラスタ内の機能

Primary（プライマリ）  • データベースとメッセージ ストアをパブリッシュします。これらのデータベースとメッ 
セージ ストアは両方とも、クラスタ内のもう一方のサーバにレプリケートされます。

 • もう一方のサーバからレプリケート データを受信します（そのサーバのデータを共有で 
きる場合）。

 • 管理インターフェイス（Connection の管理など）に変更内容を表示し、受け入れます。こ 
のデータは、クラスタ内のもう一方のサーバにレプリケートされます。

 • ボイス メッセージ機能（電話コールへの応答、メッセージの録音、メッセージ通知の送 
信、および MWI 要求の送信）を実行します。

 • クライアント（Cisco Personal Communications Assistant や電子メール アプリケーションな     
ど）に接続します。

 • クラスタが正常に機能している場合、パブリッシャ サーバはプライマリ ステータスに  
なっています。

（注） プライマリ ステータスのサーバをデアクティベートすることはできません。

Secondary（セカンダリ）  • プライマリ ステータスのサーバからレプリケート データを受信します。データには、  
データベースとメッセージ ストアが含まれます。

 • プライマリ ステータスのサーバにデータをレプリケートします。

 • 管理インターフェイス（Connection の管理など）に変更内容を表示し、受け入れます。プ 
ライマリ ステータスのサーバにデータがレプリケートされます。

 • ボイス メッセージ機能（電話コールへの応答、メッセージの録音、メッセージ通知の送 
信、および MWI 要求の送信）を実行します。

 • クライアント（Cisco Personal Communications Assistant や電子メール アプリケーションな     
ど）に接続します。

（注） セカンダリ ステータスのサーバだけをデアクティベートすることができます。

Deactivated（デアクティ
ベート）

 • プライマリ ステータスのサーバからレプリケート データを受信します。データには、  
データベースとメッセージ ストアが含まれます。

 • 管理インターフェイス（Connection の管理など）に変更内容を表示し、受け入れます。プ 
ライマリ ステータスのサーバにデータがレプリケートされます。

 • ボイス メッセージ機能を実行しません。

Not Functioning（機能停 
止）

 • プライマリ ステータスのサーバからレプリケート データを受信しません。

 • プライマリ ステータスのサーバにデータをレプリケートしません。

 • 管理インターフェイス（Connection の管理など）を表示しません。

 • ボイス メッセージ機能を実行しません。

（注） 通常、機能停止ステータスのサーバはシャットダウンされています。
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Starting（起動中）  • プライマリ ステータスのサーバからレプリケート データを受信します。データには、
データベースとメッセージ ストアが含まれます。

 • プライマリ ステータスのサーバにデータをレプリケートします。

 • ボイス メッセージ機能を実行しません。

Replicating Data（データ 
レプリケート中）

 • クラスタからデータを送受信します。

 • 一時的にボイス メッセージ機能を実行しません。

 • 一時的にクライアント（Cisco Personal Communications Assistant や電子メール アプリケー     
ションなど）に接続しません。

（注） このステータスは数秒間続きます。その後、以前のサーバ ステータスに戻ります。

Split Brain Recovery（スプ  
リット ブレイン リカバ  
リ）

 • 2 台のサーバがプライマリ ステータスになっていることを検出した場合、パブリッシャ  
サーバにプライマリ ステータスを割り当てます。

 • プライマリ ステータスを割り当てたサーバのデータベースとメッセージ ストアを更新  
します。

 • もう一方のサーバにデータをレプリケートします。

 • 一時的にボイス メッセージ機能を実行しません。

 • 一時的にクライアント（Cisco Personal Communications Assistant や電子メール アプリケー     
ションなど）に接続しません。

（注） このステータスは数秒間続きます。その後、以前のサーバ ステータスに戻ります。

表 3-1 Cisco Unity Connection クラスタ内のサーバ ステータスの機能（続き）

サーバ ステータス Connection クラスタ内の機能
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ボイス メッセージ ポートのサーバ割り当てと使用方法
Cisco Unity Connection クラスタ内のサーバは、同一の電話システム統合を共有します。各サーバは、   
クラスタに対するボイス メッセージ機能（電話コールへの応答、メッセージの録音、メッセージ通 
知の送信、および MWI 要求の送信）の処理を分担しています。

電話システム統合に応じて、各ボイス メッセージ ポートは特定のサーバに割り当てられるか、ま  
たは両方のサーバによって使用されます。表 3-2 で、ポート割り当てについて説明します。

表 3-2 Cisco Unity Connection クラスタでのボイス メッセージ ポートのサーバ割り当てと使用方法 

統合タイプ ボイス メッセージ ポートのサーバ割り当てと使用方法

Skinny Client Control Protocol（SCCP）によ   
る Cisco Unified Communications Manager ま     
たは Cisco Unified Communications Manager    
Express との統合

 • 電話システムにセットアップされる SCCP ボイスメール ポート デバイ    
スの数は、ボイス メッセージ トラフィックの処理に必要な数の 2 倍に    
なります（たとえば、すべてのボイス メッセージ トラフィックの処理  
に 16 個のボイスメール ポート デバイスが必要な場合、32 個のボイス     
メール ポート デバイスを電話システムにセットアップする必要があり  
ます）。

 • Cisco Unity Connection の管理では、電話システムにセットアップされる   
ポートの半数がクラスタ内の各サーバに割り当てられるように、ボイス

メッセージ ポートが設定されます（たとえば、クラスタ内の各サーバ 
には 16 個のボイス メッセージ ポートが割り当てられます）。

 • 電話システムでは、クラスタ内の両方のサーバにコールを均一に分散す

るように、回線グループ、ハント リスト、およびハント グループが設  
定されます。

 • 一方のサーバが機能を停止した場合（たとえば、メンテナンスのために

シャットダウンされた場合）、もう一方のサーバが、クラスタに対する

ボイス メッセージ機能の役割を担います。

 • 機能を停止したサーバがその通常のボイス メッセージ機能を再開でき 
るようになると、両方のサーバは、クラスタに対するボイス メッセー 
ジ機能のそれぞれの分担を再開します。

SIP トランクを介した Cisco Unified 
Communications Manager または Cisco 
Unified Communications Manager Express と
の統合

 • Cisco Unity Connection の管理では、ボイス メッセージ トラフィックの     
処理に必要なボイス メッセージ ポートの半数がクラスタ内の各サーバ  
に割り当てられます（たとえば、クラスタへのすべてのボイス メッセー 
ジ トラフィックの処理に 16 個のボイス メッセージ ポートが必要な場     
合、クラスタ内の各サーバには 8 個のボイス メッセージ ポートが割り    
当てられます）。

 • 電話システムでは、クラスタ内の両方のサーバにコールを均一に分散す

るように、ルート グループ、ルート リスト、およびルート パターンが   
設定されます。

 • 一方のサーバが機能を停止した場合（たとえば、メンテナンスのために

シャットダウンされた場合）、もう一方のサーバが、クラスタに対する

ボイス メッセージ機能の役割を担います。

 • 機能を停止したサーバがその通常のボイス メッセージ機能を再開でき 
るようになると、両方のサーバは、クラスタに対するボイス メッセー 
ジ機能のそれぞれの分担を再開します。
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PIMG/TIMG ユニットを介した統合  • 電話システムにセットアップされるポートの数は、クラスタ内の各サー

バのボイス メッセージ ポートの数と同じです。したがって、すべての  
ボイス メッセージ ポートはサーバ間で共有されます（たとえば、電話  
システムに 16 個のボイス メッセージ ポートがセットアップされる場    
合、クラスタ内の各サーバにも 16 個のボイス メッセージ ポートが割り    
当てられます）。

 • 電話システムでは、クラスタ内の両方のサーバにコールを均一に分散す

るように、ハント グループが設定されます。

 • サーバ間でボイス メッセージ トラフィックの負荷を分散するように、  
PIMG/TIMG ユニットが設定されます。

 • 一方のサーバが機能を停止した場合（たとえば、メンテナンスのために

シャットダウンされた場合）、もう一方のサーバが、クラスタに対する

ボイス メッセージ機能の役割を担います。

 • 機能を停止したサーバがその通常のボイス メッセージ機能を再開でき 
るようになると、両方のサーバは、クラスタに対するボイス メッセー 
ジ機能のそれぞれの分担を再開します。

SIP を使用するその他の統合  • Cisco Unity Connection の管理では、ボイス メッセージ トラフィックの     
処理に必要なボイス メッセージ ポートの半数がクラスタ内の各サーバ  
に割り当てられます（たとえば、クラスタへのすべてのボイス メッセー 
ジ トラフィックの処理に 16 個のボイス メッセージ ポートが必要な場     
合、クラスタ内の各サーバには 8 個のボイス メッセージ ポートが割り    
当てられます）。

 • 電話システムでは、クラスタ内の両方のサーバにコールを均一に分散す

るように、ハント グループが設定されます。

 • 一方のサーバが機能を停止した場合（たとえば、メンテナンスのために

シャットダウンされた場合）、もう一方のサーバが、クラスタに対する

ボイス メッセージ機能の役割を担います。

 • 機能を停止したサーバがその通常のボイス メッセージ機能を再開でき 
るようになると、両方のサーバは、クラスタに対するボイス メッセー 
ジ機能のそれぞれの分担を再開します。

表 3-2 Cisco Unity Connection クラスタでのボイス メッセージ ポートのサーバ割り当てと使用方法（続き）

統合タイプ ボイス メッセージ ポートのサーバ割り当てと使用方法
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Cisco Unity Connection クラスタの要件
最新の Cisco Unity Connection クラスタの要件については、『Cisco Unity Connection システム要件       
Release 7.x』を参照してください。このドキュメントは、 
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/requirements/7xcucsysreqs.html から入手 
可能です

サーバ ステータス変更時の進行中のコールへの影響
Cisco Unity Connection サーバのステータスが変更された場合、進行中のコールへの影響は、コール   
を処理しているサーバの最終的なステータスとネットワークの状態によって異なります。表 3-3 で、 
これらの影響について説明します。

ネットワーク接続が失われた場合、ネットワークの問題の性質によっては、進行中のコールが切断

されることがあります。

表 3-3 サーバ ステータス変更時の進行中のコールへの影響 

ステータス変更 影響

Primary（プライマリ）から 
Secondary（セカンダリ）へ

ステータス変更が手動で行われた場合、進行中のコールは影響

を受けません。

ステータス変更が自動的に行われた場合、進行中のコールへの

影響は、停止した重要なサービスによって異なります。

Secondary（セカンダリ）から 
Primary（プライマリ）へ

ステータス変更が手動で行われた場合、進行中のコールは影響

を受けません。

ステータス変更が自動的に行われた場合、進行中のコールへの

影響は、停止した重要なサービスによって異なります。

Secondary（セカンダリ）から
Deactivated（デアクティベート）
へ

進行中のコールは切断されます。

コールが切断されないようにするには、Cisco Unity Connection  
Serviceability の［Cluster Management］ページで、サーバに対応  
する［Stop Taking Calls］をクリックし、すべてのコールが終了  
するまで待ってからサーバをデアクティベートします。

Primary（プライマリ）または
Secondary（セカンダリ）から 
Replicating Data（データ レプリ  
ケート中）へ

進行中のコールは影響を受けません。

Primary（プライマリ）または
Secondary（セカンダリ）から 
Split Brain Recovery（スプリット  
ブレイン リカバリ）へ

進行中のコールは影響を受けません。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/requirements/7xcucsysreqs.html
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サーバ ステータス変更時の Cisco Unity Connection Web アプリケー
ションへの影響

サーバ ステータスが変更されても、次に示す Web アプリケーションの通常機能は影響を受けませ   
ん。

 • Cisco Unity Connection の管理
 • Cisco Unity Connection Serviceability

 • Cisco Personal Communications Assistant を介してアクセスされる Cisco Unity Connection Web        
ツール（Cisco Unity Assistant、Cisco Unity Inbox、および Cisco Unity パーソナル着信転送ルール       
Web ツール）

サーバ上の重要なサービスの停止の影響
重要なサービスは、Cisco Unity Connection システムの通常機能に必要です。重要なサービスの停止   
の影響は、サーバのステータスによって異なります。表 3-4 で、これらの影響について説明します。

「スプリット ブレイン」状態の影響
Cisco Unity Connection クラスタ内のサーバが同時にプライマリ ステータスになっている場合（たと    
えば、サーバ間の接続が失われている場合）、両方のサーバがボイス メッセージ機能（電話コール 
への応答、メッセージの録音、メッセージ通知の送信、および MWI 要求の送信）を実行し、管理  
インターフェイス（Connection の管理など）の変更内容を受け入れます。ただし、これらのサーバ 
の間では、データベースとメッセージ ストアのレプリケートもレプリケート データの受信も行わ  
れません。

サーバ間の接続が復元したときに、サーバのステータスは一時的にスプリット ブレイン リカバリ  
に変更されます。このステータスになっている間に、データがサーバ間でレプリケートされ、MWI
設定が調整されます。リカバリ プロセスが完了すると、パブリッシャ サーバがプライマリ ステー   
タスになり、もう一方のサーバがセカンダリ ステータスになります。

表 3-4 サーバ上の重要なサービスの停止の影響 

サーバ ステータス 影響

Primary（プライマリ） Cisco Unity Connection Serviceability で重要なサービスを停止すると、    
サーバ ステータスがセカンダリに変更されます。ボイス メッセージ機  
能を処理するサーバの能力が低下します。

もう一方のサーバのステータスがプライマリに変更されます（その

サーバが無効ステータスまたは機能停止ステータスになっていない場

合）。

Secondary（セカンダリ） Cisco Unity Connection Serviceability で重要なサービスを停止すると、ボ    
イス メッセージ機能を処理するサーバの能力が低下します。もう一方 
のサーバのステータスと機能は変更されません。
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サーバ ステータス変更時のイベント
この項では、次の状況でサーバ ステータスが変更されたときに発生するイベントについて説明しま 
す。

 • プライマリ ステータスのサーバによって行われるサーバ ステータスの自動変更（P.3-9）

 • セカンダリ ステータスのサーバによって行われるサーバ ステータスの自動変更（P.3-9）

 • 管理者によって行われるサーバ ステータスの手動変更（P.3-10）

プライマリ ステータスのサーバによって行われるサーバ ステータスの自動変更
1. プライマリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、修復不能な障      
害（たとえば、データベースの障害や重要なサービスの停止など）を検出します。

2. プライマリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、もう一方の      
サーバ上の Connection Server Role Manager サービスに対して、そのサーバのステータスを変更     
するように通知します。

3. 両方のサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、ステータスの変更中であること     
を示すアラームを出します。

4. 可能な場合は、プライマリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、      
データベース内のステータスを更新します。

5. プライマリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、データベース      
内のステータスをセカンダリに設定します。

6. もう一方のサーバ（最初はセカンダリ ステータスだったサーバ）上の Connection Server Role    
Manager サービスが、データベース内のステータスをプライマリに設定します。

7. 現在プライマリ ステータスになっているサーバ上の Connection Server Role Manager サービス      
が、そのサーバ上で重要なサービスを起動します。

8. データ コネクタが、変更されたサーバ ステータスを検出し、現在プライマリ ステータスになっ   
ているサーバ上のデータベースを使用するように接続を設定します。

9. 可能な場合は、サーバ間でデータベースとメッセージ ストアのレプリケーションが続行しま 
す。

10. 現在プライマリ ステータスになっているサーバ上の Connection Server Role Manager サービス      
が、ステータスの変更が完了したことを示すアラームを出します。

セカンダリ ステータスのサーバによって行われるサーバ ステータスの自動変更
1. セカンダリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスは、プライマリ ス       
テータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスから通知を受信しません。

2. セカンダリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、そのネット      
ワーク接続を確認するために、ローカル ホストおよびその他の既知のリモート サーバに ping   
を実行します。

3. ネットワーク接続が確認された場合は、セカンダリ ステータスのサーバ上の Connection Server   
Role Manager サービスが、ステータスの変更中であることを示すアラームを出します。

ネットワーク接続が使用できない場合は、ステータスが変更されず、以降のイベントも発生し

ません。

4. セカンダリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、データベース      
内のステータスをプライマリに設定します。

5. 現在プライマリ ステータスになっているサーバ上の Connection Server Role Manager サービス      
が、そのサーバ上で重要なサービスを起動します。
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6. データ コネクタが、変更されたステータスを検出し、現在プライマリ ステータスになってい  
るサーバ上のデータベースを使用するように接続を設定します。

7. 可能な場合は、サーバ間でデータベースとメッセージ ストアのレプリケーションが続行しま 
す。

8. 現在プライマリ ステータスになっているサーバ上の Connection Server Role Manager サービス      
が、ステータスの変更が完了したことを示すアラームを出します。

管理者によって行われるサーバ ステータスの手動変更
1. Cisco Unity Connection Serviceability で、管理者がサーバ ステータスの変更を手動で行います。

2. セカンダリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、プライマリ ス       
テータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスに対して、ステータスの変更を     
行うように通知します。

3. 両方のサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、ステータスの変更中であること     
を示すアラームを出します。

4. 可能な場合は、プライマリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、      
データベース内のステータスを更新します。

5. プライマリ ステータスのサーバ上の Connection Server Role Manager サービスが、データベース      
内のステータスをセカンダリに設定します。

6. もう一方のサーバ（最初はセカンダリ ステータスだったサーバ）上の Connection Server Role    
Manager サービスが、データベース内のステータスをプライマリに設定します。

7. 現在プライマリ ステータスになっているサーバ上の Connection Server Role Manager サービス      
が、そのサーバ上で重要なサービスを起動します。

8. データ コネクタが、変更されたステータスを検出し、現在プライマリ ステータスになってい  
るサーバ上のデータベースを使用するように接続を設定します。

9. サーバ間でデータベースとファイルのレプリケーションが続行します。

10. 現在プライマリ ステータスになっているサーバ上の Connection Server Role Manager サービス      
が、ステータスの変更が完了したことを示すアラームを出します。
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